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【問題１】平面上を粒子が原点 O から出発し、点 A に到達した。点 A の座標を
(x,y)=(a,a)とする。粒子の速さ vは v(y)=yとする。 

 

 
 
 
 

 
【問題２】極小曲面問題に現れる汎関数： 

 
を極小にする関数が満たすべきオイラー方程式を作り 
 
(a) それが次の微分方程式に帰着されることを示せ。 

 
(b) この微分方程式の一般解は、c2, c1を積分定数として 

 
であることを証明せよ。 

(a)  粒子の経路を関数 y(x)とする。粒子が
原点Oから点Aまで到達するのにかか
る時間 Tを y(x)の汎関数として書け。
（ヒント：微小距離δs を横切るのに
かかる微小時間δtはδt = δs / v 。） 

(b)  その T[y]を極小にする経路 y(x)が満た
す微分方程式（オイラー方程式）を書

け。（式を簡単にする必要はない。） 
(c) 【余裕があれば】半径 aの円： 

 
がその方程式の解であることを示せ。 

 
 


